
みなさまが安心して薬を使用でき、一日
も早く治療が進められるよう、薬剤部では、
次のような業務を行っています。

こんにちは！薬剤部です！

薬剤部では処方されたお薬に
ついて、最適な薬剤が選択され、
正しく使用されているか、期待
通りの治療効果が得られている
か、あるいは副作用が出ていな
いかなどを確認しています。



〈薬務科〉

薬務科では、注射薬を医師の指示（注射せん）に従い、
患者さんごとに分けて、病棟等に払い出しています。

処方された注射薬は電
子カルテなどを用いて投
与量・投与方法・投与速
度・配合変化などの確認
を行います。



注射薬の管理業務

当院には抗がん剤が多くあるため、使用量等の管理に
は細心の注意を払っています。

一部の抗がん剤は日付、
病棟、個数、残数を管理
しています。



抗がん剤の調製業務
がん化学療法のための注射剤を安全キャビネットの中
で調製しています。

安全キャビネット
抗がん剤が空気中に
漏れることを防ぐ装置

抗がん剤調製の際はキャップ、
ガウン、マスク、ゴーグル、手袋
を着用して行っています。



抗がん剤の調製業務

安全キャビネットの中で調製された注射剤が正しく調製
されているか確認して、外来化療センターや病棟へ払
い出します。

ボトルの中に溶け残りや異物の
混入などがないか目視で確認し
ています。



DI業務（医薬品情報管理）

DI室では薬の最新情報の収集と提供に努めています。

薬の専門家として薬の効果と副作用を評価し、医師・看護師

その他の医療従事者、そして患者に情報提供することで、

より良い薬物療法の向上につなげ、医療の質の向上と安全

管理に努めています。

医薬品情報の収集 院内へのアナウンス 薬に関する問い合わせ



薬剤管理指導業務

薬剤師は調剤を行うだけでなく、外来や入院中の患者さんに

対し、薬の効果や正しい使い方、主な副作用などの説明を

行っています。また薬が投与された後も、副作用や飲み合わ

せの確認を行い、安全な薬物療法を提供できるよう努めてい

ます。

薬の説明 処方された薬の確認

主な業務

・薬の説明

(抗がん剤や医療用麻薬などの

服用方法や主な副作用について）

・薬の副作用確認

・副作用に対する支持薬の提案

・処方された薬の確認

・医療従事者に対する情報提供



〈調剤科〉

調剤科では主に入院患者さんへの内服・外用薬の調剤を行

います。

処方箋が発行されると、薬剤師が薬の量や服用方法に問題

がないか、注意すべき相互作用がないかを確認し、必要に応

じ医師に問い合わせを行います。

がんの痛みなどに使用する医療用麻薬

も数多く扱っており、特に厳重に管理し

ています。

治療に用いる抗がん薬のみならず、副

作用対策の薬（吐き気止め、口内炎治

療薬など）も多く取り扱います。



常用薬調査

当院では、主に初めて受診される方を対象に、「常用薬調
査」を行っています。

他の病院から処方され服用している薬について、薬剤師が
お薬手帳などを用いて確認を行います。

手術や処置、検査の内容によっては、

・抗血栓薬（血液を固まりにくくする薬）

・ビグアナイド系薬剤（糖尿病治療薬の一種）

を服用していないかの確認が必要となる場合があります。

手術や処置、検査を安全に受けていただくためですので、

ご協力をお願いします。



治験薬等管理業務

当院では開発中の薬の効果や安全性を調べるために、
数多くの治験（ちけん）が行われています。

薬の候補を用いて、国の承認を得
るための成績を集める臨床試験を
治験といいます。
病院で使われている薬やみなさん
が普段使っている薬は、治験を経て、
効き目と安全性が確認され、国の
承認を取得して製造・販売されてい
ます。

Ｑ 治験とは?



〈指導科〉

指導科では病棟での業務を主として
います。
病棟で医師や看護師などの医療
スタッフと連携をとり、医療の質の向
上のために様々な取り組みを行って
おります。



持参薬の確認

入院の際にお預かりしたお薬（持参薬）や
お薬手帳、サプリメントなどを確認しています。
手術前の中止薬や相互作用などを確認し、
内容をカルテに記載して、医師や看護師とも
情報共有をしています。



医薬品の投薬・注射状況の把握

入院患者さんの飲み薬（内服薬）や注射薬の
状況確認をしています。

お薬の重複がないか
処方されたお薬に相互作用がないか
不適切な処方がないか（用法や用量）などです。

主な確認内容



医療スタッフへの助言や相談応需

病棟では医師や看護師などの医療スタッフから
薬に関する相談を受けることがあります。
薬学的視点から助言をして、安全な薬物療法を
提供できるように努めています。

注射薬の配合の変化や持参薬が
病院で扱っていない場合で他に
代わりとなるお薬（代替薬）の確認、
お薬の相互作用や量についてなど、
様々です。

主な相談内容



副作用モニタリング

抗がん剤を用いた治療を行うと様々な副作用を
伴う場合があります。副作用の発現状況の確認を
行うとともに、必要あれば医師へ処方提案をして
います。

副作用の症状がでたり、または
「ふだんと違う、おかしいな?」
と思った時はすぐに医療スタッフ
にお知らせください。



医薬品管理業務

病棟の救急カートと定数薬の
数量、使用期限や医療用麻薬
の管理をしています。

流量・投与量計算

特に安全管理が必要な薬剤の使用
にあたっては、薬剤の流量や投与量の
計算等の確認をしています。
例）カリウム製剤、医療用麻薬など



病棟カンファレンス

他の医療スタッフと個々の患者さんに関する
情報共有を行ったり、困っていることなどを話し
合っています。
また、治療方針の決定にも関わったり、病棟で
薬剤に関する勉強会を行うなどチーム医療に
貢献しています。



チーム医療への参加

当院ではがん化学療法チーム、緩和ケアチーム、院内感
染対策チーム、栄養サポートチームなどが活動しています。
薬剤師は薬の専門職としてチームに参加し、患者さんへ
より安全で効果的な薬物療法を提供するように努めてい
ます。

医師・看護師・薬剤師・管理栄
養士などの様々な医療スタッ
フがチームを組み、それぞれ
の専門性を生かして情報を交
換し、患者さんにより良い治
療を提供する取り組みです。

Ｑ チーム医療とは?



薬のことでお困りのことがありましたら

薬局窓口へお越しいただくか

愛知県がんセンター中央病院(052-762-6111)

より薬剤部までお電話ください！


